
映像教材【信用が支える金融のしくみ ①本編】

映像教材【信用が支える金融のしくみ ②解説編】

融資をうけるために、企業は銀行に何をアピールするとよいだろう？　
ワーク
●1

グループディスカッション ＜思考力・判断力＞　

学習のねらい

授業の概要（50分）

信用が支える金融のしくみ
「融資における信用と銀行の役割～企業と銀行の立場で考える～」

ワーク
ショップ
2

導入
3分

展開①
21分

展開②
16分

まとめ
10分

学習内容とねらい時間

１．銀行の貸出業務について確認する
●銀行には「貸出」業務があり、企業に融資していることを確認する。
●融資では、返済できる会社であるという「信用」が大切であることを知る。

２．本授業のめあてを確認する
●融資（貸出）における「信用」とは具体的に何か、なぜそれが大切かについて、 
企業と銀行両方の立場に立って考えることを確認する。

３．企業の立場から「信用」について考える
●企業の立場で、融資をうけるためにどのようなことをアピールするかを考え、
　銀行にプレゼンテーションする内容を考える。
●融資のポイントを理解する。

4．ロールプレイングを行う
●各グループの代表者が融資をうける企業の立場でプレゼンテーションを行い、 
　それ以外は銀行の融資係としてプレゼンテーションを聞いて考える。

●授業をふりかえり、映像を視聴して社会における「信用」の大切さと銀行の役割 について確認する。

・融資（貸出）における「信用」とは何か、資金を借りる企業と貸す銀行の立場に立って考える。
・融資（貸出）において「信用」がなぜ大切かについて知り、金融のしくみや銀行の役割（間接金融）について理解を深める。

企業：銀行から融資をうけるためのプレゼンテーションをしよう！　
銀行：どの企業に融資したいか、プレゼンテーションを聞いて考えよう！

ワーク
●2

ロールプレイング ＜思考力・判断力・表現力＞　
　

5．「信用」の大切さについて理解を深める

金融のしくみ
銀行の三大業務（貸出）

間接金融

教材一覧

進行スライド（20枚） ＣＤ-ROM内

ＣＤ-ROM内

ワークシート ティーチャーズガイドP.29／CD-ROM内※生徒数分を拡大印刷してお使いください。

映像教材「信用が支える金融のしくみ」 ①本編 ②解説編

保存先教 材

ロールプレイングを通じて思考力・判断力・表現力（4つの視点で融資の可否について考える力）を育成する。

進行スライドに沿って
授業進行が可能

映像教材①本編で
ワークのポイントを確認

映像教材②解説編で
授業のねらいを
しっかり理解

〈アドバンスプログラム 教員用ワークシート〉ワークショップ②　ワークの回答および回答例を赤字で入れています。
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１
．企
業
と
銀
行
両
方
の
立
場
か
ら「
信
用
」に
つ
い
て
考
え
よ
う

３
．今
日
の
授
業
を
ふ
り
か
え
ろ
う

２
．銀
行
の
融
資
係
と
し
て
ど
の
会
社
に
融
資
す
る・
し
な
い
か
を
決
め
よ
う

融
資
に
お
け
る
信
用
と
銀
行
の
役
割
～
企
業
と
銀
行
の
立
場
で
考
え
る
～

担
当
す
る
会
社
の
情
報
を
読
も
う
。

自
由
な
発
想
で
成
長
戦
略
を
考
え
、「
成
長
性
」の
空
欄
を
埋
め
よ
う
。

今
日
の
授
業
を
ふ
り
か
え
り
、わ
か
っ
た
こ
と
や

気
づ
い
た
こ
と
を
記
入
し
よ
う
。

上
の
表
で
銀
行
へ
の
ア
ピ
ー
ル
に
使
え
そ
う
な
箇
所
に
線
を
引
い
て
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
原
稿
を
考
え
よ
う
。

●
当
社
で
は

社

で
す
。

●
ぜ
ひ
当
社
へ
の
融
資
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
社

B社 C
社

ワ
ー
ク

ショ
ッ
プ

❷

企
業
概
要

事
業
内
容（
公
共
性
）

成
長
性

返
済
能
力（
安
全
性
）

経
営
者
の
考
え
方

事
業
が
社
会
に
必
要
と
さ
れ

将
来
的
に
も
継
続
し
て
経
営
で
き
る
の
か

会
社
の
経
営
理
念
、経
営
者

の
熱
意
は
どう
な
の
か

・創
業：
50
年

・従
業
員
数：
2,
00
0人

・昨
年
度
利
益：
28
8億
円

・業
界
最
大
手
と
し
て
銀
行
と
の

 付
き
合
い
が
長
い

・創
業：
25
年

・従
業
員
数：
40
0人

・昨
年
度
利
益：
14
億
円

・海
外
で
の
人
気
ソ
フ
ト
を
多
数
保
有

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ス
マ
ホ
用

ア
プ
リ
開
発
メ
ー
カ
ー

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
全
世
代
向
け
の
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト
を
開
発
・
販
売
。ま
た
、家
庭
用
ゲ
ー
ム

機
器
か
ら
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
用
ゲ
ー
ム

機
器
の
開
発
な
ど
、ゲ
ー
ム
に
関
し
て
総
合
的

に
業
界
を
リ
ー
ド
。学
習
用
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
開
発

に
よ
り
、シ
ェ
ア
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。

主
に
家
庭
用
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
開
発
・
販
売
。

人
気
ゲ
ー
ム
の
関
連
商
品
の
企
画
販
売
な
ど
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ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
角
的
に
展
開
し
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定

フ
ァ
ン
を
獲
得
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の

増
加
に
伴
い
、ス
マ
ホ
向
け
ゲ
ー
ム
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開
発
を

予
定
し
て
い
る
。

ス
マ
ホ
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使
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き
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、全
世
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言
語
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対
応

し
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翻
訳
ア
プ
リ
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開
発
。翻
訳
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精
度
と

ス
ピ
ー
ド
を
大
き
く
改
善
す
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こ
と
で
、旅
行
や

ビ
ジ
ネ
ス
現
場
な
ど
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の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
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。

海
外
の
ラ
イ
バ
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企
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の
買
収
に
よ
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ス
マ
ホ
向
け
ゲ
ー
ム
の
開
発
に
よ
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開
発
ア
プ
リ
の
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界
で
の
宣
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販
売
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よ
り

ゲ
ー
ム
が
普
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し
て
い
な
い

国・
地
域
に
も
ゲ
ー
ム
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も
た

ら
す
楽
し
さ
と
夢
を
届
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希
望

を
与
え
た
い
。

ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

音
楽
な
ど
非
日
常
の
世
界
観
を

ま
る
ご
と
創
造・
提
供
す
る
こ
と

で
、世
界
中
の
人
々
に
感
動
を

与
え
た
い
。

国
境
を
超
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
こ
と
で
、

言
葉
が
通
じ
な
い
ジ
レ
ン
マ
を

解
決
し
、世
界
平
和
に
貢
献
し

た
い
。

業
界
最
大
手
の

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
販
売
メ
ー
カ
ー

中
堅
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

販
売
メ
ー
カ
ー

・創
業：
1年
未
満

・従
業
員
数：
3人

・昨
年
度
利
益：
実
績
な
し

　
　
　
　
　
　（
創
業
1年
未
満
の
た
め
）

・開
発
ア
プ
リ
が
世
界
優
秀
ア
プ
リ
に
選
抜

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

成
長
す
る
た
め
の
戦
略
、将
来
売
上
や
利
益
を
上
げ
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
、市
場
規
模
や
シ
ェ
ア
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か

事
業
や
資
金
の
計
画
が
妥
当
か
、ど
の
く
ら
い

の
期
間
で
返
せ
る
の
か
、資
産
は
あ
る
の
か

1 2 3
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目
的

資
産

： ： ：
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円
の
融
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希
望

海
外
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ラ
イ
バ
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企
業
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買
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す
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ビ
ル
及
び
土
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ゲ
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発
に
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　 人
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ソ
フ
ト
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ラ
ク
タ
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許

1億
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し
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ア
プ
リ
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販
売
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　 な
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判
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理
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的
]
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a a

た
め
に
、

●
ほ
か
に
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は

●
　
   
   （
発
表
時
は
　
で
作
成
し
た
文
章
を
読
み
上
げ
る
）

c
c

億
円
の
融
資
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

[希
望
額
]

a

す
る
　
 し
な
い

す
る
　
 し
な
い

す
る
　
 し
な
い

す
る
　
 し
な
い　
　
　
　
　
双
方
の
技
術
や
販
売
網
を
融
合
す
る
こ
と
で
、新
し
く
設
備

を
整
え
た
り
、販
売
網
を
開
拓
す
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に
営
業
活
動
が
で
き
、

短
期
間
で
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が

　
　
　
　
も
と
も
と
人
気
の
あ
る
ソ
フ
ト
を
多
数
有
し
て
い
る
た
め
、

利
用
者
が
一
定
数
見
込
め
る
と
と
も
に
、新
規
顧
客
確
保
に
も
つ
な
が
り
、

安
定
し
た
利
益
確
保
が

　
　
　
　
　世
界
各
国
の
企
業
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
の
公
式
ツ
ー
ル
と
し
て
の
採
用
を
交
渉
中
で
あ
り
、

こ
の
実
現
に
よ
り
知
名
度
を
高
め
、利
益
の
確
保
が

海
外
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
を
買
収
す
る

A

新
し
く
設
備
を
整
え
た
り
、販
売
網
を
開
拓
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に
営
業
活
動
が
で
き
、

短
期
間
で
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、5
0年
間
業
務
を
拡
大
し
続
け
て
き
た
実
績
や
そ
れ
に
と
も
な
う

資
産
が
あ
り
、万
が
一
短
期
で
利
益
を
上
げ
ら
れ
な
い
時
で
も
、返
済
に
は
問
題
は
な
い
こ
と

25
0

A（
１
班
）

記
入
例
） ラ
イ
バ
ル
会
社
を
買
収
す
れ
ば
、外
国
に
も
販
売
で
き
る
し
ソ
フト
の
種
類
も
利
益
も
増
え
そ
う
だ
か
ら
。

Ｃ（
３
班
）

記
入
例
）実
績
が
な
い
の
で
、返
済
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
不
安
だ
。

※
A
社
、B
社
、C
社
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
に
発
表
さ
せ
る
。発
表
を
聞
く
他
の
生
徒
に
は
、銀
行
の
融
資
係
と
し
て
、融
資
を
し
た
い
会
社
、

　
見
送
る
会
社
を
判
断
さ
せ
、理
由
を
書
か
せ
る
。自
分
の
属
し
た
グ
ル
ー
プ
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
よ
い
。

年
組
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の
熱
意
は
どう
な
の
か

・創
業：
50
年

・従
業
員
数：
2,
00
0人

・昨
年
度
利
益：
28
8億
円

・業
界
最
大
手
と
し
て
銀
行
と
の

 付
き
合
い
が
長
い

・創
業：
25
年

・従
業
員
数：
40
0人

・昨
年
度
利
益：
14
億
円

・海
外
で
の
人
気
ソ
フ
ト
を
多
数
保
有

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ス
マ
ホ
用

ア
プ
リ
開
発
メ
ー
カ
ー

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
全
世
代
向
け
の
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト
を
開
発
・
販
売
。ま
た
、家
庭
用
ゲ
ー
ム

機
器
か
ら
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
の
業
務
用
ゲ
ー
ム

機
器
の
開
発
な
ど
、ゲ
ー
ム
に
関
し
て
総
合
的

に
業
界
を
リ
ー
ド
。学
習
用
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
開
発

に
よ
り
、シ
ェ
ア
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
。

主
に
家
庭
用
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
開
発
・
販
売
。

人
気
ゲ
ー
ム
の
関
連
商
品
の
企
画
販
売
な
ど
、

ゲ
ー
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
角
的
に
展
開
し
、固
定

フ
ァ
ン
を
獲
得
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ユ
ー
ザ
ー
の

増
加
に
伴
い
、ス
マ
ホ
向
け
ゲ
ー
ム
の
開
発
を

予
定
し
て
い
る
。

ス
マ
ホ
で
使
用
で
き
る
、全
世
界
言
語
に
対
応

し
た
翻
訳
ア
プ
リ
を
開
発
。翻
訳
の
精
度
と

ス
ピ
ー
ド
を
大
き
く
改
善
す
る
こ
と
で
、旅
行
や

ビ
ジ
ネ
ス
現
場
な
ど
で
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
る
。

海
外
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
の
買
収
に
よ
り

ス
マ
ホ
向
け
ゲ
ー
ム
の
開
発
に
よ
り

開
発
ア
プ
リ
の
世
界
で
の
宣
伝・
販
売
に
よ
り

ゲ
ー
ム
が
普
及
し
て
い
な
い

国・
地
域
に
も
ゲ
ー
ム
が
も
た

ら
す
楽
し
さ
と
夢
を
届
け
希
望

を
与
え
た
い
。

ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

音
楽
な
ど
非
日
常
の
世
界
観
を

ま
る
ご
と
創
造・
提
供
す
る
こ
と

で
、世
界
中
の
人
々
に
感
動
を

与
え
た
い
。

国
境
を
超
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
こ
と
で
、

言
葉
が
通
じ
な
い
ジ
レ
ン
マ
を

解
決
し
、世
界
平
和
に
貢
献
し

た
い
。

業
界
最
大
手
の

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
販
売
メ
ー
カ
ー

中
堅
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

販
売
メ
ー
カ
ー

・創
業：
1年
未
満

・従
業
員
数：
3人

・昨
年
度
利
益：
実
績
な
し

　
　
　
　
　
　（
創
業
1年
未
満
の
た
め
）

・開
発
ア
プ
リ
が
世
界
優
秀
ア
プ
リ
に
選
抜

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

成
長
す
る
た
め
の
戦
略
、将
来
売
上
や
利
益
を
上
げ
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
の
か
、市
場
規
模
や
シ
ェ
ア
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か

事
業
や
資
金
の
計
画
が
妥
当
か
、ど
の
く
ら
い

の
期
間
で
返
せ
る
の
か
、資
産
は
あ
る
の
か

1 2 3

希
望
額

目
的

資
産

： ： ：

25
0億
円
の
融
資
を
希
望

海
外
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
を
買
収
す
る

ビ
ル
及
び
土
地

▲▲ ▲

希
望
額

目
的

資
産

： ： ：

▲▲ ▲

希
望
額

目
的

資
産

： ： ：

▲▲ ▲

30
億
円
の
融
資
を
希
望

ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
の
開
発
に
着
手
す
る

　 人
気
ソ
フ
ト
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
特
許

1億
円
の
融
資
を
希
望

開
発
し
た
ア
プ
リ
を
宣
伝
・
販
売
す
る

　 な
し

融
資
判
断

理
由

会
社

社 社 社 社 社

す
る
　
 し
な
い[自
由
記
述
]

[自
由
記
述
]

[自
由
記
述
]

銀
行
の
視
点

銀
行
の
視
点

銀
行
の
視
点

銀
行
の
視
点

a
c c c

b b b

[目
的
]

b

a a

た
め
に
、

●
ほ
か
に
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は

●
　
   
   （
発
表
時
は
　
で
作
成
し
た
文
章
を
読
み
上
げ
る
）

c
c

億
円
の
融
資
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

[希
望
額
]

a

す
る
　
 し
な
い

す
る
　
 し
な
い

す
る
　
 し
な
い

す
る
　
 し
な
い　
　
　
　
　
双
方
の
技
術
や
販
売
網
を
融
合
す
る
こ
と
で
、新
し
く
設
備

を
整
え
た
り
、販
売
網
を
開
拓
す
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に
営
業
活
動
が
で
き
、

短
期
間
で
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が

　
　
　
　
も
と
も
と
人
気
の
あ
る
ソ
フ
ト
を
多
数
有
し
て
い
る
た
め
、

利
用
者
が
一
定
数
見
込
め
る
と
と
も
に
、新
規
顧
客
確
保
に
も
つ
な
が
り
、

安
定
し
た
利
益
確
保
が

　
　
　
　
　世
界
各
国
の
企
業
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
の
公
式
ツ
ー
ル
と
し
て
の
採
用
を
交
渉
中
で
あ
り
、

こ
の
実
現
に
よ
り
知
名
度
を
高
め
、利
益
の
確
保
が

海
外
の
ラ
イ
バ
ル
企
業
を
買
収
す
る

A

新
し
く
設
備
を
整
え
た
り
、販
売
網
を
開
拓
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
す
ぐ
に
営
業
活
動
が
で
き
、

短
期
間
で
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、5
0年
間
業
務
を
拡
大
し
続
け
て
き
た
実
績
や
そ
れ
に
と
も
な
う

資
産
が
あ
り
、万
が
一
短
期
で
利
益
を
上
げ
ら
れ
な
い
時
で
も
、返
済
に
は
問
題
は
な
い
こ
と

25
0

A（
１
班
）

記
入
例
） ラ
イ
バ
ル
会
社
を
買
収
す
れ
ば
、外
国
に
も
販
売
で
き
る
し
ソ
フト
の
種
類
も
利
益
も
増
え
そ
う
だ
か
ら
。

Ｃ（
３
班
）

記
入
例
）実
績
が
な
い
の
で
、返
済
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
不
安
だ
。

※
A
社
、B
社
、C
社
そ
れ
ぞ
れ
代
表
者
に
発
表
さ
せ
る
。発
表
を
聞
く
他
の
生
徒
に
は
、銀
行
の
融
資
係
と
し
て
、融
資
を
し
た
い
会
社
、

　
見
送
る
会
社
を
判
断
さ
せ
、理
由
を
書
か
せ
る
。自
分
の
属
し
た
グ
ル
ー
プ
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
よ
い
。

年
組
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導入
3分

時間 内　容 教員の支援 教材・備考

１．銀行の貸出業務について確認する
１）銀行には「貸出」業務があり、企業に融資していることを確認する。

２．本授業のめあてを確認する
１）融資「貸出」における「信用」とは具体的に何か、なぜそれが大切か
  について、企業と銀行両方の立場に立って考えることを確認する。

★プレゼンテーションに
正解・不正解はない
ことを伝え、審査項目
と関連づけて、何を
アピールすると「信用」
してもらえるか考える
よう促す。

★学生が企業の立場に
立って考えることは難
しいため具体例を提示
しながら生徒の意見を
引き出す。

★「成長性」については
自由に発想してよいこと
を伝える。

★ワークシート１．-③のプレ
ゼンテーション原稿を考
える際、10分のうち生
徒にはまず7分で考える
よう伝え時間が来た後、
残り3分を与えることで
意見がまとまりやすい。

ワーク
●1

グループディスカッション　
融資をうけるために銀行に何をアピールするとよいか考え、意見を
まとめて、プレゼンテーションの内容を作成する。

①スライドに沿って、銀行はお金を必要とする個人や企業にお金を「貸
出」していることを確認する。

②銀行からの「貸出」によって、企業は新しい商品やサービス提供でき
るようになることを確認し、個人や企業に資金を貸出することを
「融資」と呼ぶことを伝える。

展開①
21分

３．企業の立場から「信用」について考える
１）企業の立場で、融資をうけるためにどのようなことを
　アピールするかを考える。  （６分）

２）企業の立場で、融資をうけるために銀行にプレゼンテーション
　する内容を考える。（1３分）

①銀行が企業に「信用」があるかどうかを決めるときに、いくつかの
ポイントを中心に審査していることを伝え、映像を再生する。

①クラスを６グループに分け、２グループずつそれぞれA社・B社・C社
のいずれかを割り当てる。（2分）

②グループに分かれ担当する会社の情報を読ませる。（1分）

③自由な発想で成長戦略を考えワークシート１．-②「成長性」に記入
させる。
④銀行へのアピールに使えそうな箇所に線を引いてプレゼンテー
ションの原稿を考えさせワークシート１．-③に記入させる。（③④で
10分）

②スライドに沿って審査のポイントをふりかえり、ポイントをおさえる。

２）融資では、返済できる会社であるという「信用」が大切であることを知る。
①自分が会社の経営者だとしたら融資をうけるために何をアピールする
かを問いかけ、何人かの生徒に発表させる。

②融資では、お金を本当に返済できる会社であるという「信用」が最も
大切であることを伝え、ポイントをおさえる。

授業の流れ（詳細）

銀行が貸し出すお金はたくさんの人から預かっているお金「預金」が元
になっているので、必ず返済（信用）できる相手かどうかを大切にしている
ことをおさえる。

ポイント

銀行がこれらのポイントを審査するのは、その企業が将来利益を上げて、
借りたお金を本当に返済できるかどうかに注目していることをおさえる。ポイント

※６グループに分けることが難しい場合は、９グループなど各企業を担当する
　グループが同数になるように調整する。（1グループ4人程度を想定)

映像教材【信用が支える金融のしくみ ①本編】（3分33秒）

時間 内　容 教員の支援 教材・備考

★実際の場面では、融資
をうける・うけないは企業
の経営に大きく影響す
るため、企業側も銀行側
も真剣に臨むよう促し、
緊張感をもたせる。

★映像内、本の貸し借り
の事例に触れながら、
学校では友達との「教
科書」の貸し借りでそう
いったことがなかったか
ふりかえさせることに
より、身近に「信用」につ
いて考えさせることが
できる。

★スライド２０の際に間接
金融と直接金融に触
れながらまとめを行うこ
とで、これまで学んだ知
識を深めながら「信用」
についておさえること
ができる。

ワーク
●2

ロールプレイング　
各グループの代表者が融資をうけるためのプレゼンテーションを行い、それ以外は
銀行の融資係としてプレゼンテーションを聞き、融資したい会社を考える。

<発表例>
●Ａ社、Ｂ社、Ｃ社それぞれ代表して1班ずつ発表する（計3班）。
※発表はそれぞれ1分程度にする

●各社（各班）の発表毎にワークシート２に記入し融資をする・しないを決め
理由も考える。　※記入はそれぞれ1分程度にする

●各社（各班）の発表に対する感想（融資をする、しないとその理由）を全体
で共有する。　※全体共有とまとめは１０分程度にする
→各社に対して「融資をする、しない」についてクラス全体で挙手させる。
挙手させた後、数人の生徒に理由を聞く。

→発表をしなかった班で全体で共有した方が良い意見は教員から全体に
共有し生徒に気づきを促す。

展開①
21分
続き

３）銀行の融資係として、融資する・しないを判断するポイントを
　確認する。  （２分）
①次のロールプレイングでプレゼンテーションをする人以外は銀行の
融資係になることを伝える。
②銀行の融資係として融資する・しないを決めるため、企業の「事業
内容」「返済能力」「成長性」「経営者の考え方」の４つのポイントを
意識しながら聞くことを伝える。

展開②
16分

４．ロールプレイングを行う
１）各グループの代表者が融資をうける企業の立場でプレゼン
　テーションを行い、それ以外は銀行の融資係としてプレゼン
　テーションを聞いて考える。 （１６分）

まとめ
10分

５．「信用」の大切さについて理解を深める
１）授業をふりかえり、映像を視聴して社会における「信用」の
　大切さと銀行の役割について確認する。

２）本授業をふりかえり、わかったことや気づいたことを
　ワークシート３に記入する。

①「融資したい会社」「融資を見送った会社」を決めた判断基準が銀行
の審査にあたり、融資において「信用がある」とは「本当に返済して
くれると判断できること」であったことを確認する。
②銀行はその「信用」を複数の視点で審査しているが、なぜ「信用」が
大切なのかを問いかけ、映像を再生する。　　　

③映像をふりかえり、「信用」に基づく金融のしくみと銀行の役割に
ついて 以下のポイントをおさえる。

・ロールプレイングに緊張感をもたせるため、企業は融資をうけられないと
事業が拡大できないだけでなく、競合他社との競争に負けてしまうなど将来
の経営が切迫した状況になる可能性があることを伝える。
・複数グループのプレゼンテーションを比較して聞くことにより、着目した
視点の違いや必要な情報の過不足などに気づかせる。

ポイント

・「信用」があるから、人々は銀行にお金を預け、銀行はお金を必要とする
個人や企業にお金を貸し、お金を貸した企業が社会に必要な商品やサー
ビスが提供したり、個人が必要なモノを購入したりできる。
・相手に信用してもらおうと思ったら、ふだんからの自分の姿勢や行動が大切
で、それは学生の今でも社会に出てからも変わらない。
・このような「信用」に基づいて銀行が役割を果たすことで、新しい商品やさま
ざまなサービスの提供など豊かな社会の実現につながっている。

ポイント

映像教材【信用が支える金融のしくみ ②解説編】（1分47秒）

▶利益（売上）、良い商品、サービス　など
予測される生徒の声
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導入
3分

時間 内　容 教員の支援 教材・備考

１．銀行の貸出業務について確認する
１）銀行には「貸出」業務があり、企業に融資していることを確認する。

２．本授業のめあてを確認する
１）融資「貸出」における「信用」とは具体的に何か、なぜそれが大切か
  について、企業と銀行両方の立場に立って考えることを確認する。

★プレゼンテーションに
正解・不正解はない
ことを伝え、審査項目
と関連づけて、何を
アピールすると「信用」
してもらえるか考える
よう促す。

★学生が企業の立場に
立って考えることは難
しいため具体例を提示
しながら生徒の意見を
引き出す。

★「成長性」については
自由に発想してよいこと
を伝える。

★ワークシート１．-③のプレ
ゼンテーション原稿を考
える際、10分のうち生
徒にはまず7分で考える
よう伝え時間が来た後、
残り3分を与えることで
意見がまとまりやすい。

ワーク
●1

グループディスカッション　
融資をうけるために銀行に何をアピールするとよいか考え、意見を
まとめて、プレゼンテーションの内容を作成する。

①スライドに沿って、銀行はお金を必要とする個人や企業にお金を「貸
出」していることを確認する。

②銀行からの「貸出」によって、企業は新しい商品やサービス提供でき
るようになることを確認し、個人や企業に資金を貸出することを
「融資」と呼ぶことを伝える。

展開①
21分

３．企業の立場から「信用」について考える
１）企業の立場で、融資をうけるためにどのようなことを
　アピールするかを考える。  （６分）

２）企業の立場で、融資をうけるために銀行にプレゼンテーション
　する内容を考える。（1３分）

①銀行が企業に「信用」があるかどうかを決めるときに、いくつかの
ポイントを中心に審査していることを伝え、映像を再生する。

①クラスを６グループに分け、２グループずつそれぞれA社・B社・C社
のいずれかを割り当てる。（2分）

②グループに分かれ担当する会社の情報を読ませる。（1分）

③自由な発想で成長戦略を考えワークシート１．-②「成長性」に記入
させる。
④銀行へのアピールに使えそうな箇所に線を引いてプレゼンテー
ションの原稿を考えさせワークシート１．-③に記入させる。（③④で
10分）

②スライドに沿って審査のポイントをふりかえり、ポイントをおさえる。

２）融資では、返済できる会社であるという「信用」が大切であることを知る。
①自分が会社の経営者だとしたら融資をうけるために何をアピールする
かを問いかけ、何人かの生徒に発表させる。

②融資では、お金を本当に返済できる会社であるという「信用」が最も
大切であることを伝え、ポイントをおさえる。

授業の流れ（詳細）

銀行が貸し出すお金はたくさんの人から預かっているお金「預金」が元
になっているので、必ず返済（信用）できる相手かどうかを大切にしている
ことをおさえる。

ポイント

銀行がこれらのポイントを審査するのは、その企業が将来利益を上げて、
借りたお金を本当に返済できるかどうかに注目していることをおさえる。ポイント

※６グループに分けることが難しい場合は、９グループなど各企業を担当する
　グループが同数になるように調整する。（1グループ4人程度を想定)

映像教材【信用が支える金融のしくみ ①本編】（3分33秒）

時間 内　容 教員の支援 教材・備考

★実際の場面では、融資
をうける・うけないは企業
の経営に大きく影響す
るため、企業側も銀行側
も真剣に臨むよう促し、
緊張感をもたせる。

★映像内、本の貸し借り
の事例に触れながら、
学校では友達との「教
科書」の貸し借りでそう
いったことがなかったか
ふりかえさせることに
より、身近に「信用」につ
いて考えさせることが
できる。

★スライド２０の際に間接
金融と直接金融に触
れながらまとめを行うこ
とで、これまで学んだ知
識を深めながら「信用」
についておさえること
ができる。

ワーク
●2

ロールプレイング　
各グループの代表者が融資をうけるためのプレゼンテーションを行い、それ以外は
銀行の融資係としてプレゼンテーションを聞き、融資したい会社を考える。

<発表例>
●Ａ社、Ｂ社、Ｃ社それぞれ代表して1班ずつ発表する（計3班）。
※発表はそれぞれ1分程度にする

●各社（各班）の発表毎にワークシート２に記入し融資をする・しないを決め
理由も考える。　※記入はそれぞれ1分程度にする

●各社（各班）の発表に対する感想（融資をする、しないとその理由）を全体
で共有する。　※全体共有とまとめは１０分程度にする
→各社に対して「融資をする、しない」についてクラス全体で挙手させる。
挙手させた後、数人の生徒に理由を聞く。

→発表をしなかった班で全体で共有した方が良い意見は教員から全体に
共有し生徒に気づきを促す。

展開①
21分
続き

３）銀行の融資係として、融資する・しないを判断するポイントを
　確認する。  （２分）
①次のロールプレイングでプレゼンテーションをする人以外は銀行の
融資係になることを伝える。
②銀行の融資係として融資する・しないを決めるため、企業の「事業
内容」「返済能力」「成長性」「経営者の考え方」の４つのポイントを
意識しながら聞くことを伝える。

展開②
16分

４．ロールプレイングを行う
１）各グループの代表者が融資をうける企業の立場でプレゼン
　テーションを行い、それ以外は銀行の融資係としてプレゼン
　テーションを聞いて考える。 （１６分）

まとめ
10分

５．「信用」の大切さについて理解を深める
１）授業をふりかえり、映像を視聴して社会における「信用」の
　大切さと銀行の役割について確認する。

２）本授業をふりかえり、わかったことや気づいたことを
　ワークシート３に記入する。

①「融資したい会社」「融資を見送った会社」を決めた判断基準が銀行
の審査にあたり、融資において「信用がある」とは「本当に返済して
くれると判断できること」であったことを確認する。
②銀行はその「信用」を複数の視点で審査しているが、なぜ「信用」が
大切なのかを問いかけ、映像を再生する。　　　

③映像をふりかえり、「信用」に基づく金融のしくみと銀行の役割に
ついて 以下のポイントをおさえる。

・ロールプレイングに緊張感をもたせるため、企業は融資をうけられないと
事業が拡大できないだけでなく、競合他社との競争に負けてしまうなど将来
の経営が切迫した状況になる可能性があることを伝える。
・複数グループのプレゼンテーションを比較して聞くことにより、着目した
視点の違いや必要な情報の過不足などに気づかせる。

ポイント

・「信用」があるから、人々は銀行にお金を預け、銀行はお金を必要とする
個人や企業にお金を貸し、お金を貸した企業が社会に必要な商品やサー
ビスが提供したり、個人が必要なモノを購入したりできる。
・相手に信用してもらおうと思ったら、ふだんからの自分の姿勢や行動が大切
で、それは学生の今でも社会に出てからも変わらない。
・このような「信用」に基づいて銀行が役割を果たすことで、新しい商品やさま
ざまなサービスの提供など豊かな社会の実現につながっている。

ポイント

映像教材【信用が支える金融のしくみ ②解説編】（1分47秒）

▶利益（売上）、良い商品、サービス　など
予測される生徒の声
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映像教材「信用が支える金融のしくみ」 
アドバンスプログラム ワークショップ②でご活用いただく映像です。銀行が、個人や企業へ融資するかしないかを判断
する「信用」について理解を深められます。本編は、ロールプレイングへの導入とまとめに使える構成になっています。
※授業の内容・目的に合わせてご活用ください。

①本編：3分３３秒
銀行が融資を行う審査の４つの視点「公共性」「返済能力」「成長性」「経営者の考え
方」から、「信用」を見極めていること解説します。 

②解説編：1分4７秒
企業や銀行にとって、「信用」がもっとも大切であるということ、「信用」に基づいて
銀行が融資することによって、社会が豊かになっていることについて、解説します。 

年
組
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